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180. 抄網二題

1 .尾上浜遺跡出土の抄網①

湖北町地上川イ1:の iliJjl必遺跡 q己 |ょiJ~遺跡』 から弥生

時代のものと 11えられるヤ十が検:l'，された。このヤナ

はI11を一前線に(1;切 リ、1111;;十Ji廷に7.<<¥.j制I11を設けるノ

ボリヤナで、 JJLffあるいはj往年まで鰍倒 して いたヤナ

のう%、乎1河川タイプや、いわゆる カ・γ 卜りヤナと11乎

ばれるものに近いと考えられる。 またヤ+め検出遺構

而li稲11かな砂町~nであることや、 i.1J1 に jlí' ぃ~JI分に設け

られているよとから、 ilft1埋め対象となった主なif(tJ立、

アユ、ハス、ウグイ、ニゴイ、ピワマス等であったろ

うと弓-えられる.

ここで紹介する抄網{よ、ヤナを織成する杭にひっか

かった状態で倹治されたむので、自然木を利用した 2

材組合せ式のA-21"しくは A-3惣♂の Lのであ

る。よれを 111IJ;~ する と fXl - 2のようになり、その大き

しくは、オイサデアミ め ような主漁!t・としての限法が

考えられよう 。

がから!iにかけて。i.'切から大Jltにのぼって来るアユ

{主、 J~ 1-:iJ主人の食 I~ i を J~2に彩った こ とであろう。しか

し、米る IJも米る 111" ~.t ';1.にのl工るアユとその加山仁，lb

に食投手しブツプツtまう{fJtやりJたら、そしてそれをし
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さは、 t宇部分の最大i毛120cm以j二、網金体としては200 I京都府

cm以上のものが必定さ ilょう 。

一二の割唱のl.e!IJ法については怨像の波を脱し得ないが、

自作の大きな綱地を..，V'itt、奇書I怠伐の河川で附いた待合

l立、ウグイ 、 ハス、 ユゴイ、ビワマス勾;を ~ill るヤ十{ニ

イサ|泌する削i((tHとして、 iMJt'('['rの 11:水にJEぃ状態で用

いたJt，イ子、コイ、フ十、ナマズ等を ~IQ るオt抑'.-t:1.;と して

の月1ì:去が乃えら Jt る 。 また、 11 子干の~1I1かな網地を疋jけ

た場イト1:1:、アユをJ怒るためのヤナに付鈍する福IJil!.¥!'l-(， 

~ . ・-手‘ ー..iiã:..-

図 2 出土枠から想定される抄綱
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図 1 尾上浜遺跡および

安長}II水系位鐙図



かりと lます女i妻の姿もまた私の自の中に浮んで米る。

2 .安曇川源流域の抄い網

湖西地1Jj此t去の川安公川{ま、比良LIJ系をはじめとす

る111々 の水を集め、琵琶湖に流れくだる.その支流の

ひとつ京都市左京区久多に流れを発する久多川流域で

用いられていた妙総!を見る機会を符たので紹介したい。

久多の人々がi((t.l;必とした久多川のiuflll形態は、おおま

かAa !I，~- 8 b 型として捕えられる③。 符IJ包する ~~1.強i
fまウグイ、アユ、 ドマン(ドンコのたぐい )、マス(ビ

ワマス )、アマゴ、イワナ等である。

①~③lま8-01¥'1式の抄制の米製品で、民家の軒下

に稲わt等と 一緒に保官-さ tl.ていたものでゐる。いずれ

も対生する量l'楽枝!の校を丸〈曲げ、桁i誌で回定してい

る。いずtlb ltt皮は取り除かれている。f巴子、の端部は

削りによリ 1剖杉される。また、鈴1の1tll~r も向IJ りによ 0

1相f~ さ iL る 。 大きさは大 ・ "1] ・小の 3 .f.霊'Jiあるが、い

ずれもドマンを絞るために作ろうとしたものであると

のニとである。これらの網枠は、{尚昆地遺跡、から出土

する B-O迎式のものと同じ形態をHっている。すな

わち 、琵琶湖の前源流音[1と最下流者11と同じ形態のi((t~ t 
が用いらi'Lているわけである。このことからも、 i((I.li、

漁具によリ規制されるのではなく、漁場.fJil:境によ 1).規

制J;さJ.tることがよくわかる。

④li、8-1型式の抄制で、又状のドl然水を物IJとし、

竹俸の伴を装着したものである。綱J:t!!.は!)となわれてい

る。事dlの先端が劣っていることから 、水量f(:1まニのiHI分

に竹の+耐をず"iIすて手品漁したものであろう。また 、 .r4~の

内lI!f] に~~1j地を j通すために用いられたと考えられる緋が

めぐ っている。この制が何を織るために用いられたの

かは不明とのニとである。

⑤は、針葉樹の fl然水を利用した 8-1型式の綱で

ある。制宇¥;帯[1と申111の角度l対よJ135'をi!lリるo ~キの先端部

l阜、千幹線により結束される。また 、枠の内!1lI]には制地

をjUiし、さらに特に悶定するための1/)ヒゴがめぐって

いる。この網む④と問機に竹等の長い桝をギfけて用い

たものである。

この網li、inIHIが大作!水 した11寺、乏人流から身を守る

ために淀みに』たまったアユ等を停のi有効から 、J少いl収

るために用いた Lのである。

(}diδ 労さド)

詮

① (I!~' )滋災保文化財似・級協会の小竹災直下氏の綱l

教示による。

② 大沼芳幸 r~(JA袋リって難しい。 一抄縦の機能

と形態ーJ (r紀袈第 1号J (財)滋ftIJ~文化財

保謎協会1988)

③ 可児I勝手t r r笑iitt紘昆!1tの生態J1944 
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